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暮らしの中のダニ
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小児喘息の原因の90パーセントは室内のダニだといわれる。高温多
湿の日本で、最近の住宅は温度を逃さない工夫と共に湿気も室内に
閉じこめてしまった。地上に数万種類以上といわれるダニだが本当
の姿はほとんど知られていない。そのダニの生態を初めて明らかに
した。

この頃、喘息に苦しむ子供が増えている。室内の塵の中のヒョウヒ
ダニのフンや死骸が主な原因といわれている。住居の塵を集めて調
べてみると、夥しい数のダニがみつかる。その90パーセントまでが
ヒョウヒダニである。このダニは、刺すことはないが人のあかやフ
ケ、食物のカスなどを好んで食べる。ケナガコナダニは、水分を含
んだ畳の中で畳の髄やカビを食べて繁殖する。
　戦後、鉄筋コンクリート造りの住宅団地の畳から、白い粉を吹い
たようにダニの大群が出てくる事件が多発した。イエダニは昔、ネ
ズミが走り回る天井から落ちてきてヒトを刺した。また、チョコレー
トや七味唐辛子の中から見つかったこともある。これらのダニを捕
まえて食べるのがツメダニである。ツメダニは人を刺すともいわれ
ているが、「ダニに刺された」と皮膚科にやってくる人たちの99パー
セントは、ダニに刺されたのではない。ダニ・ノイローゼが増えて
いるのも最近の特徴といえる。現在の生活の中では、様々な条件が
ダニの大量発生を促している。昔からの風通しのいい家が減り、新
建材で家を密閉する冬型のすまいが増えてきた。それに夫婦共働き
や長期旅行等で家を閉めきったり、掃除をおろそかにすることがダ
ニの発生を招く。ダニの予防には、室内を清潔にし、風通しを良く
してダニが繁殖しないような環境作りが大切である。


